
 
 
 
 
 

 
                                              

 

先を見通した行動を 

２組担任  野本 智 
 ２年生になり、２ヶ月が過ぎました。学校生活の様々な場面で、皆が同級生と声を掛け合

い、先輩を支え後輩を導いている姿を見るにつけ、２年生としての成長を感じています。学

習面では、授業の進度が速く、内容も深みが増している為、授業に集中し、家庭学習に時間

をかけているのに理解できない、と行き詰まりを感じている人もいるでしょう。しかし、こ

こは繰り返しを通して知識や方法を定着させるしかありません。学びの苦しみは、やがて楽

しみや喜びに繋がりますが、それには長い時間を要します。そして、深く濃く学ぶことは、

必ずあなたの人生を豊かにします。 
  
さて、もうすぐ夏がやってきます。私がこの夏、皆に望んでいることは、以下の２点です。 
① 達成のための道筋を考える 
② 将来のために具体的な行動をする 

 人間誰しもできないことの理由をついつい述べてしまいますが、それではいつになっても

解決の糸口は見出せません。しかし、「達成のための道筋を考える」ことが癖づいていれば、

計画的にプラス思考で事に臨むことができます。 
また、夏期休業中は通常より自由な時間が多くあります。そのまとまった時間を利用して、

「将来のために具体的な行動をする」ための計画を練っておきましょう。具体的には、オー

プンキャンパスや公開講座、ＮＥＷセサミプランの企業等訪問、ワークショップなどで、日

程の確認等できるところから調べ始めてください。これらの経験は机上ではできないもので、

自分の見識を広めることに繋がります。 
これから皆が生きていく将来は、ますますあなたたち一人ひとりの思考力や洞察力、行動

力が求められます。まずは、行動。一歩ずつ自分の足で大地を踏みしめてください。 
 
 

 
 

 

Fake it till you BECOME it! 
1組副担任 西峯礼子 

２年生に進級し、早 2 か月。1 年生の時と比べて学ぶ内容の広さと深さに焦りを覚えた人
も少なくないと思います。加えて、NEWセサミプランでは課題研究の計画、部活動では先輩

の引退、１か月もしないうちに期末考査、その向こうには久高祭、そのまた先にはカナダ修

学旅行と、考えるだけでも目が回りそうです。この行事盛りだくさんの１年を、私が高校 2
年生のころ、ある先生は「一番楽しくて一番戻りたい学年」と表現されましたが、みなさん

はどんな１年になりそうですか？ 
「果たして自分は本当にこの１年、いやこの１ヶ月、この１週間を乗り切れるか不安だ」

という人もいるでしょう。そんなとき、言霊で「自分はできる、絶対できる」と言い聞かせ

る方法もありますが、今回はある英語の言い回しを紹介します。タイトルの通り、“Fake it till 
you become it.”です。もともとは“Fake it till you make it.”（うまくいくまでは、うまくいってい
るフリをしろ）というものです。makeと becomeの違いだけですが、make は「できるまで」
という意味に対して、become は「本当に自分が変わるまで」という意味があります。 
「うまくいっているフリって何をやったらいいのだろう。」と疑問に思ったかもしれませ

ん。この言葉を紹介したハーバード・ビジネススクールの准教授エイミー・カディはボディ

ーランゲージが重要だと言います。最初は胸を張ることから初めてみましょう。顔を上げて、

授業を聞きましょう。自分のイメージするかっこいい久高生になりきって毎日を過ごしてく

ださい。いつの間にか「あれ？出来てる！」と実感する瞬間がきっと訪れます。 
みなさんは、勉強に行事に部活動にと、慌ただしくも充実した、きらきらした１年を過ご

せる可能性を秘めています。自分を信じて！ 
 

【 行 事 予 定 】 
 

6

月 

９日(土) 体育祭 

1４日(木) 耳鼻科検診 

1８日(月) 考査時間割発表、歌舞伎鑑賞 

２６日(火) マナー講座 

2８日(木)～７月 3 日(火) 期末考査 

7

月 

７日(土) 進研模試 

１０日(火) 暴力団排除教室 

１４日(土) セミナー、留学生交流会(英語科) 

１８日(水)～２０日(金) 三者面談 

２０日(金) 終業式 
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